
《Lesson 2》 be 動詞の肯定文（現在形） 

＜be動詞＞ 

1. be 動詞の現在形は、am / are / is の 3種類。 主語によって使い分けられる。 

2. be 動詞は 「存在」を表すことができる。  

＜例＞ I am in my room. （私は私の部屋にいます）  ＜私が、私の部屋に存在している＞ 

3. be 動詞は「＝（イコール）」の役割も果たすと言われている。 

＜例＞ He is my father.  （彼は私の父です）        ＜He = my father＞  

4. 一般動詞（「食べる」「歩く」など日本語で言う動詞）がない文で使われる。 

 

【be動詞の肯定文：基本の形】 

 主語＋be動詞＋〇〇.  

 （意味：「主語は〇〇です」） 

＜〇〇の部分には「形容詞」「名詞」「形容詞＋名詞」などが入る＞ 

 

＜例＞    I           am           Taro      . （私は太郎です）   

            ＜主語＞      ＜be 動詞＞     ＜固有名詞＞ 

       He          is              tall       . （彼は背が高いです） 

        ＜主語＞    ＜be 動詞＞       ＜形容詞＞ 

＜be動詞の種類：am / are / is＞ 

(1) am 

 ・主語が I の時に使われる。 

 ・基本的な形：I am ～ （短縮形： I'm ～.） 

＜例＞  私はタロウです。     I am Taro.     

私は先生です。    I am a teacher.     

私は沖縄出身です。  I am from Okinawa.    

 

(2) are 

 ・主語が you / we / they / these / those の時に使われる。 

・「My students ＝ they」 のように、上の代名詞に言い換えられる主語も含む。 

 ・基本的な形：You are ～. （短縮形：You're ～.）    We are ～.  （短縮形：We're ～.） 

         They are ～.（短縮形：They're～.）   These are ~. （短縮形は基本的にない） 

                   Those are ~. （短縮形は基本的にない） 

＜例＞ あなたは背が高いです。    You are tall.    

これらは良い本です。      These are good books.  

彼と私は背が低いです。   He and I are short.  （He and I = we） 

 



(3) is 

・主語が he / she / it / this / that の時に使われる。 

・「Taro ＝ he」 のように、上記の代名詞に言い換えられる主語も含む。 

・基本的な形：He is ～.  （短縮形： He's ～.）  She is ～. （短縮形：She's ～.） 

        It is ～.    （短縮形：It's～.）         This is ~.  （短縮形は基本的にない） 

                That is ~.  （短縮形：That's ～.） 

＜例＞ 彼は私の学級にいます。       He is in my class.        

ミホは先生です。            Miho is a teacher. （Miho = she) 

それは、リンゴです。         It is an apple.    

これは、私のパソコンです。  This is my computer.  
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